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旅行台湾年ラストスパート旅行台湾年ラストスパート旅行台湾年ラストスパート
テーマ性の高い観光をPR、誘致拡大へ
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２０万人の来場見込む

台北旅行博
３０日に開幕

２０１０年台湾イベント情報

台湾２０１０年祝日一覧

２０１０年上半期見本市情報

観 光 経 済 新 聞週 刊 （６）２００９年（平成２１年）１０月３１日（土曜日）第２５３６号 第３種郵便物認可

特集・旅行台湾年

０８
〜
０９
年
の
２
カ
年
に
わ
た
っ
て
展
開
し
て
き
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
旅
行
台
湾
年
」
が
終
盤
を
迎
え
て
い
る
。
日

本
を
最
重
要
市
場
に
位
置
づ
け
る
台
湾
観
光
局
は
今
月
か
ら
、
日
本
の
旅
行
会
社
の
大
型
団
体
の
送
客
を
支
援
す
る

特
別
奨
励
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
日
本
人
旅
行
者
の
さ
ら
な
る
誘
致
拡
大
を
目
指
し
て
い
く
。
ま
た
、
来

年
か
ら
は
、
「
旅
行
台
湾
・
感
動
１
０
０
」
と
題
し
た
新
た
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
を
準
備
し
て
い
る
。
テ
ー
マ

性
の
高
い
観
光
資
源
、
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
、
Ｐ
Ｒ
し
、
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
を
促
進
す
る
方
針
だ
。

台
湾
へ
の
日
本
人
旅
行
者

数
は
、
０８
年
が
前
年
比
６
・

８
％
減
の
１
０
９
万
人
。
０９

年
は
１
〜
９
月
の
累
計
で
前

年
同
期
比
８
・
０
％
減
の
７４

万
３
５
８
７
人
。
世
界
的
な

景
気
低
迷
や
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
影
響
で
、
前
年
を

下
回
る
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て

い
る
。
特
に
１
、
５
、
６
月

は
減
少
幅
が
２
ケ
タ
に
達
し

た
。
し
か
し
、
８
月
は
３
・

４
％
ま
で
に
下
げ
幅
は
縮
小

し
、
９
月
は
１０
・
７
％
増
と

プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。
今
後
の

客
足
の
回
復
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

観
光
を
と
り
ま
く
厳
し
い

情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
、
台
湾

観
光
局
は
、
０９
年
旅
行
台
湾

年
の
第
４
季（
１０
〜
１２
月
）と

来
年
の
旅
行
者
誘
致
に
向
け

て
、特
別
予
算
を
投
下
し
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を
決
め

た
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア

ー（
企
業
な
ど
の
報
奨
旅
行
）

と
修
学
旅
行
を
送
客
す
る
日

本
の
旅
行
会
社
に
助
成
金
を

交
付
す
る
新
た
な
施
策
だ
。

こ
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
日
本
の
旅
行
会
社
が
２５

〜
１
０
０
人
の
団
体
旅
行
を

送
客
す
る
と
、
参
加
者
１
人

に
付
き
２
千
円
を
「
集
客
補

助
金
」
と
し
て
助
成
す
る
と

い
う
内
容
。
１
０
１
人
以
上

の
場
合
は
旅
行
内
容
に
応
じ

て
別
の
支
援
策
を
講
じ
る
予

定
だ
。
来
年
１２
月
３１
日
ま
で

に
出
発
す
る
旅
行
が
対
象

で
、
来
年
１
月
末
ま
で
に
事

前
に
申
請
す
る
こ
と
が
条

件
。
実
施
予
算
は
上
限
１
千

万
元
（
約
３
千
万
円
）
と
な

っ
て
お
り
、
上
限
に
達
し
次

第
申
請
を
終
了
す
る
。

こ
れ
ま
で
日
本
の
旅
行
会

社
を
対
象
に
実
施
し
て
き
た

チ
ャ
ー
タ
ー
便
誘
致
奨
励
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
は
、
来

年
も
継
続
す
る
予
定
だ
。
ま

た
、
台
湾
へ
の
旅
行
者
を
対

象
と
し
て
き
た
特
産
品
や
ク

ー
ポ
ン
券
な
ど
の
シ
ー
ズ
ン

プ
レ
ゼ
ン
ト
、
台
湾
入
国
１

０
０
万
人
目
ご
と
の
大
型
プ

レ
ゼ
ン
ト
企
画
も
継
続
す

る
。終

了
す
る
旅
行
台
湾
年
を

引
き
継
い
で
、
来
年
か
ら
新

た
に
展
開
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
「
２
０
１
０
旅
行
台
湾

・
感
動
１
０
０
」
だ
。
グ
ル

メ
や
温
泉
、
リ
ゾ
ー
ト
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
、
健
康
、
サ
イ
リ

ン
グ
、
鉄
道
な
ど
、
台
湾
ら

し
い
魅
力
が
あ
ふ
れ
る
テ
ー

マ
性
の
強
い
観
光
素
材
を
磨

き
、
日
本
の
観
光
市
場
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。

さ
ら
に
台
湾
は
２
０
１
１

年
に
誕
生
１
０
０
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
大
型
の
旅
行

者
誘
致
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
計

画
し
て
い
る
。
来
年
の
「
旅

行
台
湾
・
感
動
１
０
０
」
を

は
ず
み
に
し
て
、
節
目
の
年

の
飛
躍
に
つ
な
げ
た
い
考
え

だ
。第

４
季
プ
レ
ゼ
ン
ト

温
泉
利
用
券
を
配
布

台
湾
観
光
局
は
、
旅
行
台

湾
年
の
シ
ー
ズ
ン
プ
レ
ゼ
ン

ト
で
、
０９
年
第
４
季
（
１０
〜

１２
月
）
分
と
し
て
、
台
湾
各

地
の
温
泉
施
設
で
利
用
で
き

る
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
を
開

始
し
た
。

ク
ー
ポ
ン
券
が
利
用
で
き

る
の
は
、台
北
の
北
投
温
泉
、

宜
蘭
県
の
礁
渓
温
泉
、
台
東

県
の
知
本
温
泉
な
ど
１６
温
泉

地
の
５９
施
設
。
利
用
期
限
は

来
年
３
月
末
ま
で
。

ク
ー
ポ
ン
券
は
台
湾
旅
行

の
前
に
申
請
が
必
要
。
旅
行

会
社
も
申
請
で
き
る
。
入
手

は
、
台
湾
観
光
協
会
東
京
事

務
所
、
大
阪
事
務
所
ま
で
。

国
際
旅
行
見
本
市
「
２
０

０
９
台
北
国
際
旅
行
博
（
Ｉ

Ｔ
Ｆ
）」が
１０
月
３０
日
、
台
北

市
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
展

示
館
で
開
幕
。
世
界
５８
の
国

や
地
域
か
ら
観
光
関
係
者
が

出
展
し
、
１
２
０
０
ブ
ー
ス

が
並
ぶ
。
毎
年
約
２０
万
人
が

来
場
す
る
。
会
期
は
４
日
間

で
１１
月
２
日
ま
で
。

日
本
か
ら
は
地
方
自
治
体

や
旅
行
会
社
、
宿
泊
・
観
光

施
設
な
ど
、
台
北
国
際
旅
行

博
で
も
最
大
級
の
７４
ブ
ー
ス

を
展
開
し
て
い
る
。

旅
行
博
の
開
催
に
合
わ

せ
、
地
域
・
事
業
者
間
の
商

談
会
や
各
地
の
旅
行
説
明
会

も
行
わ
れ
る
。

一
般
の
来
場
者
向
け
に

は
、
ホ
テ
ル
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
や
特
別
な
旅
行
商
品

な
ど
が
販
売
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
毎
年
会
場
は
多
く
の
旅

行
フ
ァ
ン
で
に
ぎ
わ
い
を
み

せ
る
。

来
年
は「
感
動
１００
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開

特
別
奨
励
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

魅
力
あ
ふ
れ
る
台
湾

商
品
造
成
に
期
待

旅
行
会
社
の
団
体
送
客
を
支
援

台

湾

観
光
局

頼
瑟
珍
局
長

日本は旅行商品の品質や送客人数の上で、台湾が最も重視する観

光マーケットとして位置づけています。日本の出国数の減少に伴い、

台湾への旅行者も昨年より厳しい状況でありますが、回復の兆しも

見えてきました。これは、日本の旅行業界をはじめとする関係者の

皆さまが、台湾旅行商品の開発、販売に力を注ぎ、旅行台湾年にお

ける各種プロモーション活動を支援してくれたおかげであり、台湾

観光界を代表して心より謝辞を申し上げます。

台湾観光局では、これまで実施してきた旅行台湾年キャンペーン

プログラムに加えて、日本からのインセンティブツアー、修学旅行

などの団体の積極的な誘致に向け、旅行会社の支援を目的として特

別助成策を準備しました。台湾への送客に協力をお願いします。

今年４月に台湾の行政院では、観光産業を６大新産業の１つに加

え、今後３年以内に３００億元（約９００億円）の予算を観光プロジェク

トに投入することを発表しました。こらからも台湾観光の魅力を世

界中にＰＲしていきます。来年はランタンフェスティバル、台北花

博、日月潭の遠泳イベント、ウォーキングやマラソン大会、サイク

リングイベント、温泉イベントをはじめ多様なニーズに呼応したイ

ベントの開催を準備しています。イベント性の高い旅行を楽しんで

もらえるような旅行商品の造成を期待しています。皆さまのお力添

えをいただきながら、台湾を１００％楽しんで感動する観光地として

創造していきたいと考えています。

（先月１７日、東京都内で開催の観光セミナーで）

台
北
国
際
花
の
博
覧
会

グイさん（写真中央右）と南さん（同左）

花
や
園
芸
の
国
際
イ
ベ
ン
ト

「
台
北
国
際
花
の
博
覧
会
（
台

北
花
博
）」が
来
年
１１
月
６
日
〜

２
０
１
１
年
４
月
２５
日
の
６
カ

月
間
、
台
北
市
で
開
か
れ
る
。

花
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
や
イ

ベ
ン
ト
で
も
て
な
し
、
国
内
外

の
観
光
客
約
６
０
０
万
人
の
来

場
を
見
込
む
。

国
際
花
の
博
覧
会
は
、
１
９

４
８
年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
園

芸
家
協
会
（
本
部
オ
ラ
ン
ダ
）

が
認
定
す
る
大
型
イ
ベ
ン
ト
で

欧
州
各
地
の
ほ
か
、
日
本
で
も

０４
年
に
「
浜
名
湖
花
博
」
（
静

岡
県
）
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

会
場
は
、
中
山
サ
ッ
カ
ー
ス

タ
ジ
ア
ム
、
圓
山
公
園
、
市
立

美
術
館
、
大
佳
河
濱
公
園
な
ど

で
延
べ
面
積
は
９１
・
８
�
に
及

ぶ
。
各
会
場
で
は
、
花
の
美
し

さ
を
競
う
展
示
、
エ
コ
ロ
ジ
ー

や
先
進
技
術
を
駆
使
し
た
園
芸

の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
花

を
テ
ー
マ
に
し
た
カ
ー
ニ
バ
ル

や
花
火
大
会
の
ほ
か
、
台
湾
の

食
の
魅
力
が
味
わ
え
る
ス
ペ
ー

ス
な
ど
も
設
置
さ
れ
る
。

台
北
花
博
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

が
こ
の
ほ
ど
、
東
京
都

内
で
開
か
れ
、
花
博
親

善
大
使
の
台
湾
の
人
気
女
優
、

グ
イ
・
ル
ン
メ
イ
さ
ん
と
、
日

本
の
人
気
タ
レ
ン
ト
、
南
明
奈

さ
ん
が
参
加
。グ
イ
さ
ん
は「
台

北
は
花
の
あ
ふ
れ
る
街
に
な

る
。
ぜ
ひ
来
て
」
と
話
し
た
。

来年１１月から半年間

来
場
６００
万
人
見
込
む

台
湾
観
光
局
な
ど
が
主
催

す
る
来
年
の
「
台
湾
ラ
ン
タ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、

２
月
２８
日
〜
３
月
７
日
の
８

日
間
、
嘉
義
市
の
嘉
義
運
動

公
園
周
辺
で
開
催
さ
れ
る
。

２１
回
目
を
迎
え
る
。
ラ
ン
タ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
旧

暦
１
月
１５
日
の
「
元
宵
節
」

に
提
灯
を
灯
す
風
習
を
基
に

し
た
大
型
観
光
イ
ベ
ン
ト
。

今
年
の
元
宵
節
は
２
月
２８
日

に
あ
た
っ
て
い
る
。

観
光
局
主
催
の
ラ
ン
タ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
９０
年

以
降
、
地
域
の
活
性
化
を
目

的
に
台
湾
各
地
で
巡
回
開

催
。
今
年
２
月
の
宜
蘭
県
で

の
開
催
で
は
、
１４
日
間
で
外

国
人
旅
行
者
を
含
む
３
０
０

万
人
以
上
を
集
客
し
た
。

毎
年
、
干
支
に
ち
な
ん
だ

巨
大
な
メ
ー
ン
ラ
ン
タ
ン
を

製
作
し
て
設
置
す
る
。
地
域

住
民
や
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
が

出
品
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
形
を

し
た
大
小
の
花
燈
（
ラ
ン
タ

ン
）
が
並
び
、
幻
想
的
な
光

景
を
作
り
出
す
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
伝
統
芸
能

や
音
楽
な
ど
も
披
露
さ
れ

る
。
初
日
の
点
灯
式
の
ス
テ

ー
ジ
な
ど
に
は
、
日
本
の
団

体
・
グ
ル
ー
プ
も
参
加
し
、

各
地
の
芸
能
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
。
日
台
の
民
間

交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

元
宵
節
に
は
、
台
湾
観
光

局
主
催
の
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
ほ
か
、
台
北
市

や
高
雄
市
な
ど
が
主
催
す
る

ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

も
開
か
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に

も
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
元
宵
節

行
事
が
行
わ
れ
る
。

平
渓
の
天
燈
祭
り
も

元
宵
節
の
関
連
行
事
で

は
、
台
北
県
・
平
渓
郷
の「
天

燈
上
げ
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
外

国
人
観
光
客
に
人
気
と
な
っ

て
い
る
。
天
燈
上
げ
は
、
全

長
１
	
ほ
ど
の
紙
風
船
に
願

い
ご
と
を
書
き
、
内
側
に
火

を
灯
し
、
気
球
の
原
理
で
空

高
く
飛
ば
す
風
習
。
山
間
の

夜
空
に
た
く
さ
ん
の
天
燈
が

舞
い
上
が
る
姿
は
不
思
議
な

光
景
だ
。
平
渓
で
は
元
宵
節

に
向
け
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
る
。

台湾ランタンフェスティバル

２２月月２２８８日日かからら嘉嘉義義でで
２月２８日 台湾元宵節 台湾各地でランタン祭りが開催される。
２月２８日～３月８日

台湾観光局主催 ２０１０台湾ランタンフェスティバル
（嘉義市運動公園周辺）

〈その他、各地の２月２８日元宵節前後の祭り〉
平渓天燈祭り（平渓、十分など）、台南塩水爆竹祭
り、台東元宵民俗カーニバル、台北ランタン祭り、
南投ランタン祭り、台中ランタン祭り、２０１０台湾高
雄ランタン祭り（２月２０日～３月７日）、苗栗火旁
龍ランタン祭り

２～３月 桜まつり（陽明山、烏来、日月潭など）
４～５月 アブラキリ花まつり（台北、桃園、新竹、苗栗など）
６月１６日 ドラゴンボートフェスティバル （台湾各地）
６月２４日 霞海城隍廟＝城隍神様の誕生日（台湾各地城の隍廟）
７～８月 アミ族豊年祭り （花蓮県、台東県）
８月２４日 中元節（台湾全土）、基隆で中元の祭り
１１月６日 台北国際花博が開幕（～２０１１年４月２５日まで）
※情報は台湾観光局、台湾観光協会のウェブサイトで随時更新

１月１日 開国記念日 国定の休日は１日のみ
２月１４日 春節 旧正月元旦。３大節句の中で最も華やか。

正月休暇として大型連休になる（来年は
２月１３～２１日の最大９連休）

２月２８日 和平紀念日
４月５日 清明節 祖先の墓掃除などを行う
６月１６日 端午節 各地でドラゴンボートレースが開かれ

る。３大節句の１つで連休となる
９月２２日 中秋節 満月にちなみ一家団らん。３大節句
１０月１０日 国慶節 台湾を挙げて慶祝式典、パレードがある

３月１７～２０日 台北国際サイクル見本市
４月１５～１８日 台北国際オートバイ見本市
４月２３～２６日 台北国際ギフト及び文具見本市
４月２９日～５月２日 台北国際スポーツ用品展
５月８～１１日 台北国際CNC工作機械及び製造技術見本市

台湾国際ロボット見本市
６月１～５日 台北国際コンピューター見本市
６月２３～２６日 台北国際食品見本市
※台北国際見本市の詳しい情報は、ウェブサイト(http : //www.

taipeitradeshows.com.tw/)まで。
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日本統治時代の建築物紹介

「懐旧の旅」をＰＲ

日本でムック本発行
今年２月のランタンフェスティバル（宜蘭）
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Ｄ
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《旅行会社向けの支援施策》
特別支援プログラム

日本の旅行会社を補助対象に、一定基準を満たす企業や団体など

が実施する２５～１００人の台湾への報奨旅行、修学旅行の企画・手

配に旅行参加者１人当たり２０００円を助成する。１０１人以上は別途支

援策を講じる。来年１２月３１日出発までの旅行が対象で、事前申請

が必要。受付は来年１月３１日まで。予算に制限があり、先着順。

２０１０年も継続的に実施するプログラム
定期チャーター便を除く不定期路線で、台湾人以外の旅客を運ぶ

チャーター便（１便当たりの旅客１００人以上）の運航を旅行会社が主

催した場合、１００万円の助成金を交付するほか、基準を満たした

ツアー募集広告費に４５万円を上限として協賛する。

クルーズ客船の旅客に対し、歓迎アトラクションなどさまざまな

ウェルカムイベントを提供する。

日本の旅行会社が台湾観光局の提案するコンセプトに基づいた旅

行商品の造成や募集広告の掲載を行う際、一定の基準のもとに協

賛を実施する。

企業や団体、宗教団体、文化団体、農業団体などのインセンティ

ブツアーに歓迎アトラクションやプレゼントなどを提供する。

特 別 奨 励

プログラム

チャーター便誘致

奨励プログラム

海外旅客クルーズ

船寄港歓迎プログ

ラム

パンフレットサポ

ート募集広告協賛

インセンティブツ

アー誘致プログラ

ム

http://jp.taiwan.net.tw/

